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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は新しい集材架線方式としてH型架線をとりあげ,その平衡状態を力学的に研究したもので, 7

章から構成されている｡

第 1章では架空索を用いた集材作業の変遷について述べ,それは森林に対する考え方に応 じて変化し,

また研究面においても将来の森林に対する社会的要求に合致した方法を模索して進展してきたものとして

いる｡近時森林のはたすべき役割が多目的なものとなり,それに見合った森林資源の維持培養をはか りな

がら,同時に生産性をも高度に保っていかなければならない現況からみて,そのための一つの実現化の方

法として,わが国の山岳急峻地形に適した架空線集材法をより高度に発展させ,従来の線状集材から面状

集材へと進める研究が緊要な課題となってきたと述べている｡

第 2章ではその面状集材の架空線集材法としてY形集材,三支点集材など3支点で囲まれる範囲の集材

を対象としたものと, 4支点で囲まれる林木の集材を可能とする2本の軌道索とそれらの索の間に張 りわ

たされた 1本の架空索によって構成されるH型架空集材とが考えられるとし,著者はこのH型架空集材法

に着目したOこの方法は従来より広 (慣用されているエンドレスタイラー索張 り方式の応用という点で取

扱い易いもので,かつ山岳林地にとっては最も有用な形式であることを指摘しているO

第 3章ではH型架線の釣合い状態を求める一般的解法について述べている｡垂曲線の理論に基づいて,

両軌道索と架空索の張力 ･支点間距離 ･索の長さ･荷重の大きさなどの相関関係を求めるための条件式を

明らかにし,これらの条件式よりH型架線の無負荷時 ･負荷時の平衡状態を解 くため電算機にかけるプロ

グラムを作成 し,数値計算を行 う方法を見出した｡

第4章では前章の計算法を用いてH型架線の諸要因の変化と諸索に生ずる張九 とくに最大張力および

その発生点との関係を見出すとともに,労働安全衛生規則に定められている架空索の安全係数2.7という

条件範囲において両軌道索と架空索の索重比 ･荷重の大きさとの相関関係を明らかにした｡

第 5章では前述の諸要因の条件範囲を拡張し,より一般化した場合の最大張力および軌道索と架空索の

結合点,ならびに荷重点の最大垂下量について検討を加えた｡そして多数の要因を含む条件式より平衡状
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態を求めて図表化し,これより逆に計算によらずH型架線の平衡条件を推定する方法を示しているC

第 6章ではH型架線の釣合い状態に対する実証的検討を加えるために,小規模のH型架線集材の模型を

作製し,架空線に生ずる索張力を抵抗線歪計を用いて計測し,無負荷時 ･負荷時の実測値と理論計算値と

を照査し,索の弾性伸長を考慮に入れた計算法を導入することによって理論計算値とはば合致することを

明らかにしている｡

第 7章結びでは本研究のまとめとして,諸種の面から検討を加えた結果,理論計算式が現実の索を用い

たH型架線に十分適用できると述べている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

近時森林のもつ社会的効用を重視する齢向が強まり,従来からの大面積皆伐作業による木材生産方式の

再検討が強 く要請されている｡この要請に応えるためには,非皆伐施業に適した集材方式が新たに開発さ

れる必要がある｡

本論文はそれを解決するための一つの貴重な方式を研究したものであるU

わが国の森林はその大部が急峻複雑な山岳林であるため,架空線による集材法が最も適 していることか

ら,従来より広 (慣用されているエンドレス式索張 り方式を応用 し, 4支点で囲まれる範囲の択伐木を容

易に集材しうるように, 2本の軌道索と1本の架空索によって構成されるH型集材架線方式を案出したD

これによって従来からの線状集材から商状集材への変換をはかったことは新しい架線技術への転換で注目

に値する｡

このH塑集材架線を構成する両軌道索および架空索に発生する諸張力を求めるため垂曲線の特性を利用

して理論解を導いた｡すなわち4支点問の相対的位置 ･索の長さ･荷重の大さき･荷重位置などと諸索の

張力との相関関係を示す条件式を求め,これらの条件式より,無負荷時 ･負荷時の平衡状態を解 くため電

算機用のプログラムを作成し,数値計算を行う方式を見出し実用化への途をひらいているO

さらにこの計算方式を用いて,H塑架線の諸要因を変え,それに対応する諸索に生ずる最大張力とその

発生点を求めるとともに,労働安全衛生規則の条件範囲における諸索の相関関係を明らかにした｡この結

果を用いてH型架線の平衡状態を図表より容易に推定できるようにした｡

また,H型集材架線の模型を作製し,架空線に生ずる索張力を抵抗線歪計を用いて計測し,無負荷時 ･

負荷時の実測値と理論計算値とを照査して,索の弾性伸長を考慮に入れることによって理論計算値が十分

満足できることを明らかにした)

以上のように本論文は森林-の社会的要求を満すための非皆伐施業に見合った新 しい集材架線方式であ

るH型架線方式の理論を垂曲線の特性を用いて展開し,その数値計算方式を案出し実用化への途をひらい

たもので,林業工学 ･森林作業学ならびに実際の林業の発展に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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